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 出欠席のご予定（予定で結構です。○をご記入ください。）
	出欠
	回
	日　時
	募集

人数
	会　場
	テーマ
	講　師　等
	主な内容（予定）

	
	第１回
	２月１８日(土)

15:00～17:00
	70名
	広島国際会議場３階研修室
	◇広島市の多文化共生の取り組み、現状等
	広島市人権啓発課 

多文化共生担当課長　竹内 修
	施策の紹介、現状と課題、災害時の外国人支援など

	
	
	
	
	
	◇広島市外国人市民の生活相談コーナー窓口の現状
	広島市外国人市民の生活相談コーナー

コーディネーター　掛田　智子
	生活相談の内容、体験談など

	
	
	
	
	
	◇ボランティア通訳者制度について
	広島平和文化センターボランティア通訳担当者
	制度の概略と派遣実績など

	
	
	
	
	
	
	広島平和文化センターボランティア通訳登録者　
・平井　真由美(タイ語)　・鈴木　聖久(中国語)
	派遣通訳の活動報告など

	
	第２回
	２月２５日(土)

15:00～16:30
	70名
	広島国際会議場３階研修室
	◇災害時の外国人住民の支援につ
いて
	全国市町村国際文化研修所（ＪＩＡＭ）
多文化共生コーディネーター　加藤　純子

全国の自治体・国際交流協会・ＮＰＯ等の職員を対象とした
研修所にて、多文化共生に関する研修の企画・運営を実施している。
	東日本大震災では多くの外国人も被災者となりました。言葉、文化、災害についての考え方の違いなどから、災害時には情報弱者となりがちな外国人住民への支援の必要性とその心構えについて考えていきます。

	
	第３回
	３月３日(土)

15:00～17:00
	50名
	広島国際会議場３階研修室及び平和記念公園
	◇ボランティア通訳の実地研修

実際に平和記念公園を案内する場合を想定したフィールドワーク
	平和のためのヒロシマ通訳者グループ
（Hiroshima Interpreters for Peace：略称ＨＩＰ）

平和記念公園および平和記念資料館を英語でガイドすることを活動の中心としている、平和をテーマにしたボランティアガイドのグループ
	・事前説明（研修室）

・フィールドワーク（平和記念公園内）※

・とりまとめ

※雨天の場合は屋内で行う

	英(　　　)
中(　　　)

ス(　　　)
	第４回
	３月１７日(土)

15:00～17:00
	各70名
	広島国際会議場

英語：会議運営事務室(B1F)中国・スペイン語:研修室(3F)
	◇語学研修 ①　

英語、中国語、スペイン語
	通訳者養成機関講師
	・通訳派遣事例に沿った講義

・学習法、ロールプレイング など

	英(　　　)
中(　　　)

ス(　　　)
	第５回
	３月２４日(土)

15:00～17:00
	各70名
	広島国際会議場

英語：会議運営事務室(B1F)中国・スペイン語：研修室(3F)
	◇語学研修 ②　

英語、中国語、スペイン語
	通訳者養成機関講師
	・通訳派遣事例に沿った講義

・学習法、ロールプレイング など


　　　　　　　　　　　※３月１０日(土)の研修はありません









